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１．はじめに
　チャールズ・ディケンズ（&KDUOHV�'LFNHQV�����������）は，多作な作

家として，素人演劇の座長・俳優・舞台脚本家として，また国内外にお

いて有料・無料の公開朗読を積極的に行うなど，その豊かで多彩な才能

を発揮した。彼の数多くの長編小説の中でも，『荒涼館』(Bleak House)

は二人の語り手（異質物語世界（KHWHURGLHJHVLV）の三人称で指示する語

り手1と等質物語世界（KRPRGLHJHVLV）の女性による一人称で指示する

語り手）で構成された作品となっている。特に男女の「性差」について，

主人公で女性の語り手であるエスタ・サマソン（(VWKHU�6XPPHUVRQ）の

役割は，長きにわたって論争の的の一つとなってきた。物語世界外の語

り手による男性的で客観的な語りに対し，物語世界内にいるエスタの語

りは女性的で個人的で主観的であると言われ，なおかつ「型通りの女性

的スタイル」（VWHUHRW\SLFDOO\�IHPLQLQH�VW\OH）とされる彼女の語りと行動

がヴィクトリア朝中流女性の典型とも言われてきた（)OHWFKHU���）。

1『荒涼館』における三人称で指示する異質物語世界の語り手について，研究
者の多くが全知の語り手（RPQLVFLHQW�QDUUDWRU）と看做している。しかしながら，
マルコム・アンドルーズ（0DOFROP�$QGUHZV）が指摘するように，しばしば語り
手が全てを知らないふりをすることで準全知（VHPL�RPQLVFLHQW）としている場
合もある（6DVDNL���Q�）。この物語世界外にいる語り手が，タルキングホーン（Mr. 
7XONLQJKRUQ）やデッドロック夫人（/DG\�'HGORFN）に関して知らないとしてと
ころから，全知の語り手ではなく，ここでは敢えて異質物語世界の語り手とし
ておく。
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　エスタの語りは「自己抑圧的」（VHOI�GHSUHVVHG）である。しかし，語

り手として客観性と透明性が求められているにもかかわらず，エスタは

常に自己の存在を他者の物語の中に置くことで客観性を保たれず，ジレ

ンマに陥ってしまう。彼女が見せる語りの混乱は，語りの客観性の限界

と欺瞞的側面を表象しているとも言える。しかしながら，彼女の語りは

注目されつつも，それがどのような意味を有するかについてこれまで考

察されることもなく，またこの物語テクストから構築される「内包され

た作者」（LPSOLHG�DXWKRU）の人物像についても，語り手が二人いるが故

に議論の対象になることがなかった。

　本稿では，エスタの自己抑圧的な語りが，自分の感情を自分自身から

隠しつつも，それが他者を通して明らかにされるという，読者に透けて

見える語りになっていることを，語りのモデルとされるシャーロット・

ブロンテ（&KDUORWWH�%URQWs���������）の等質物語世界の語り手たちと比

較しながら考察する。さらに，『荒涼館』の語りが示す意味を，「内包さ

れた作者」の観点から明らかにしたい。

２．『荒涼館』におけるエスタの自己抑圧的な語り
　主人公のエスタは，自分が『荒涼館』という物語の書き手（語り手）

であると同時に，この物語には他の書き手（語り手）が存在することを

認識している。第 3章になって初めて物語に登場したエスタは，µ,�KDYH�

D�JUHDW�GHDO�RI�GL൶FXOW\�LQ�EHJLQQLQJ�WR�ZULWH�P\�SRUWLRQ�RI�WKHVH�SDJHV��IRU�,�

NQRZ�,�DP�QRW�FOHYHU�¶（Bleak House 15 ; 下線引用者）と述べる。同様に，

異質物語世界の語り手も，第 7章の冒頭で µ:KLOH�(VWKHU�VOHHSV�DQG�ZKLOH�

(VWKHU�ZDNHV��LW�LV�VWLOO�ZHW�ZHDWKHU�GRZQ�DW�WKH�SODFH�LQ�/LQFROQVKLUH�¶�（Bleak 
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House 81）ともう一人の等質物語世界の語り手の存在を認知している。

『荒涼館』は物語世界外の語り手と物語世界内の女性主人公エスタが語

る物語で構成されているが，必ずしも同じ出来事を異なる視座から読者

に伝える，あるいは物語を相互に補完し合うという訳ではない。こうし

た相互に語る形式をディケンズが採用した理由は不明であるが，エス

タの語りを思いついたのは当時の雑誌で作品を共作（FROODERUDWLRQ）す

るところからとの仮説に説得力と妥当性があるように思える。2しかし，

等質物語の語り手が女性になった経緯については不明のままである。

　物語を書く際に，他者のことを考えることにして自分のことはできる

だけ考えないようにすると語りを抑圧することを，エスタは次のように

自らの言葉で明らかにする。

,�GRQ¶W�NQRZ�KRZ�LW�LV�,�VHHP�WR�EH�DOZD\V�ZULWLQJ�DERXW�P\VHOI��

,�PHDQ�DOO� WKH�WLPH�WR�ZULWH�DERXW�RWKHU�SHRSOH��DQG�,� WU\�WR�WKLQN�DERXW�

P\VHOI�DV� OLWWOH�DV�SRVVLEOH��DQG�,�DP�VXUH��ZKHQ�,� ILQG�P\VHOI�FRPLQJ�

LQWR�WKH�VWRU\�DJDLQ��,�DP�UHDOO\�YH[HG�DQG�VD\��µ'HDU��GHDU��\RX�WLUHVRPH�

OLWWOH�FUHDWXUH��,�ZLVK�\RX�ZRXOGQ¶W�¶�EXW�LW�LV�DOO�RI�QR�XVH��,�KRSH�DQ\RQH�

ZKR�PD\�UHDG�ZKDW�,�ZULWH�ZLOO�XQGHUVWDQG�WKDW� LI� WKHVH�SDJHV�FRQWDLQ�D�

JUHDW�GHDO�DERXW�PH��,�FDQ�RQO\�VXSSRVH�LW�PXVW�EH�EHFDXVH�,�KDYH�UHDOO\�

VRPHWKLQJ�WR�GR�ZLWK�WKHP,�DQG�FDQ¶W�EH�NHSW�RXW��（Bleak House 112 ;下
線引用者）

2佐々木はあくまでも仮説としながらも，ディケンズがエスタの語りを思いつ
いたのは作品を共作の形にしようとするところと，息子のチャールズ（&KDUOHV�
Jr）が�µRQH�ZLWK�XV�DQG�RQH�ZLWK�KLV�¿FWLWLRXV�SHRSOH¶（'LFNHQV�-U�����）と述べてい
ることからであると論じている（6DVDNL������）。
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自己の思いや感情をできるだけ抑えて語るという自己抑圧的な語りは，

他者の物語を語るという点では，客観性と公平性という観点から有効で

あると言える。物語世界外にいる三人称の語り手は，自身が直接物語に

関わる必要性がないので，感情を抑えて語ることができるが，自分自身

が物語世界内の一人称の語り手となる等質物語世界においては，自己の

人生を通して他者の物語を語ることになるため，自分を他者と混在させ

る必要がある。従って，いくら感情を抑制しようとしても，他者の中に

自分の存在が映し出されることにより，ジレンマを感じることもあれば，

他者を通して自分の感情を明らかにせざるを得なくなることもある。例

えば，ウッドコート夫人（0UV��:RRGFRXUW）が自分の息子のことを語る時，

エスタが赤面していることを指摘する。

µ1RW� WR�EH�DOZD\V�VHOILVK�� WDONLQJ�RI�P\�VRQ��ZKR�KDV�JRQH� WR�VHHN�KLV�

IRUWXQH��DQG�WR�¿QG�D�ZLIH�±�ZKHQ�GR�\RX�PHDQ�WR�VHHN�your�IRUWXQH�DQG�WR�

¿QG�D�KXVEDQG��0LVV�6XPPHUVRQ"�+H\��ORRN�\RX���1RZ�\RX�EOXVK�¶

　　　,�GRQ¶W�WKLQN�,�GLG�EOXVK�±�DW�DOO�HYHQWV��LW�ZDV�QRW�LPSRUWDQW�LI�,�GLG�±�
DQG�,�VDLG��P\�SUHVHQW�IRUWXQH�SHUIHFWO\�FRQWHQWHG�PH,�DQG�,�KDG�QR�ZLVK�WR�
FKDQJH�LW��（Bleak House 413）

ウッドコート夫人が息子のアランについて言ったことに，エスタが顔を

赤らめたのを本人は否定しているが，夫人は見透かしているのである。

また，レイチェル夫人（0UV��5DFKDHO）が久々の再会の場面で，エスタ

が高慢になっていないことを次のように語らせ，それに対しての反応が

述べられている。
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µ+RZ�GR�\RX�GR��(VWKHU"¶�VDLG�VKH�>0UV��5DFKDHO@��µ'R�\RX�UHFROOHFW�PH"¶

　　　,�JDYH�KHU�P\�KDQG��DQG�WROG�KHU�\HV��DQG�WKDW�VKH�ZDV�YHU\�OLWWOH�
DOWHUHG�

　　　µ,�ZRQGHU�UHPHPEHU�WKRVH�WLPHV��(VWKHU�¶�VKH�UHWXUQHG�ZLWK�KHU�ROG�
DVSHULW\��µ7KH\�DUH�FKDQJHG�QRZ��:HOO��,�DP�JODG�WR�VHH�\RX��DQG�JODG�DUH�

QRW�WRR�SURXG�WR�NQRZ�PH�¶�%XW��LQGHHG�VKH�VHHPHG�GLVDSSRLQWHG�WKDW�,�ZDV�

QRW�

　　　µ3URXG��0UV��5DFKDHO�¶�,�UHPRQVWUDWHG�　 （Bleak House 346）

エスタの自信なげな語りが，語りは客観的な真実を語るとする，語り手

と読み手のある種の共同幻想を裏切ることになる。

(VWKHU¶V�SUDFWLFH�RI� UHYHDOLQJ�KHU� IHHOLQJV�ZKLOH�QRW� UHYHDOLQJ� WKHP�

VXJJHVWV� WKDW�VKH�¿QGV�LW�GL൶FXOW� WR�IXO¿OO� WKH�ZULWLQJ�WDVN�VKH�IHHOV�VKH�

KDV�EHHQ�DVVLJQHG��WR�SURGXFH�D�QDUUDWLYH�ZKLFK�WHOOV�WKH�VWRULHV�RI�RWKHUV�

WKURXJK�KHU�RZQ�H[SHULHQFH�ZLWKRXW� FUHDWLQJ� D�QDUUDWLYH�RI�KHUVHOI��

（)OHWFKHU���）

　エスタの自己抑圧的な語りは，他者によって感情や思いが表出される

ことで，瓦解していると言える。美貌に関する記述でも，エスタ自身

µ,�KDYH�QHYHU�EHHQ�D�EHDXW\��DQG�KDG�QHYHU�WKRXJKW�P\VHOI�RQH¶（Bleak House 

���）と語るが，ガッピー（0U��*XSS\）を通して µ,�WKLQN�\RX� [Esther] 

PXVW�KDYH�VHHQ�WKDW�,�ZDV�VWXFN�ZLWK�WKRVH�FKDUPV�������¶�（Bleak House 125）と
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美貌に魅了されたと自らの語りで言わしめる。また，夫であるアラン・

ウッドコート（$OODQ�:RRGFRXUW）にも µ$QG�GRQ¶W�\RX�NQRZ�WKDW�\RX�DUH�

SUHWWLHU�WKDQ�\RX�HYHU�ZHUH"¶�（Bleak House ���）と言わせることで，結婚

した後でも綺麗であることを，読者に伝えようとする。さらに，エスタ

のウッドコートに対する自身の言葉からも，自分の気持ちを抑えようと

しているがそれが自然と読者に伝わるような語りになっている。物語は

7年前の出来事を振り返って語られ， µ+H�ZDV�VHYHQ�\HDUV�ROGHU�WKDQ�,��1RW�

WKDW�,�QHHG�PHQWLRQ�LW��IRU�LW�KDUGO\�VHHPV�WR�EHORQJ�WR�DQ\WKLQJ�¶�（Bleak House 

238）と，ウッドコートへの感情は当初持っていなかった様子が述べら

れている。しかし，それが抑えた感情であることが，次の告白によって

明らかにされる。

$QG�QRZ�,�PXVW�SDUW�ZLWK�WKH�OLWWOH�VHFUHW�,�KDYH�WKXV�IDU�WULHG�WR�NHHS��,�

KDG�WKRXJKW��VRPHWLPHV��WKDW�0U��:RRGFRXUW�ORYHG�PH��DQG�WKDW�LI�KH�KDG�

EHHQ�ULFKHU��KH�ZRXOG�SHUKDSV�KDYH�WROG�PH�WKDW�KH�ORYHG�PH��EHIRUH�KH�

ZHQW�DZD\��,�KDG�WKRXJKW��VRPHWLPHV��WKDW�LI�KH�KDG�GRQH�VR��,�VKRXOG�KDYH�

EHHQ�JODG�RI�LW��（Bleak House����）

このウッドコートが自分を愛していたことを秘密にしていたという表現

は，病気になった後で，実は自分も好意を持っていたことを婉曲的に読

者に伝えようとするものである。こうした自分の感情を抑えながらも，

それが読者にはが透けて見えるエスタの語りの背後には，シャーロット・

ブロンテの女性主人公たちの語りがあると言われている。
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３．『ジェーン・エア』と『ヴィレット』の語り手に見る
自己抑圧的語り

　エスタの語りは，『ジェーン・エア』（Jane Eye）の影響が強いと言わ

れている一方で，『ヴィレット』（Villette）の語り手ルーシー・スノウ（/XF\�

6QRZH）を彷彿させるとも言われている。3こうした背景には，『ジェーン・

エア』と『ヴィレット』の両者に共通する特徴があるからと考えられる。

影響関係の点から見れば，『ジェーン・エア』の出版が 1847年であるの

に対し，『ヴィレット』は 1853年に出版され，『荒涼館』も 1852年から

雑誌に連載され，1853年に出版された。従って，年代的に見れば，『荒

涼館』に影響を与えたのは『ジェーン・エア』と考えられるが，ジェー

ンの強く自己の欲望を成就させようとする語りよりは，『ヴィレット』

の控えめながらも自分の感情を読者に悟らせる語りの方が，よりエスタ

の語りに近いと言える。

　『ジェーン・エア』と『ヴィレット』に共通する特徴は，『荒涼館』のエ

スタの語りと同様に，他者を通して自己を表現するその語り方にある。自

分を語ることを抑え，他者を通して自分を語ることで，それぞれの語り

手の感情を読者に伝えようとするのである。『ジェーン・エア』は，語り

手ジェーンが自己の人生物語が成就することを主張する物語でもある。4

3フィリップ・コリンズ（3KLOLS�&ROOLQV）は女性の一人称の語りを『ジェーン・
エア』の影響を受けているとしている（&ROOLQV����），その一方でフレッチャー
は µ(VWKHU¶V�QDUUDWLYH�GHPRQVWUDWHV�WKH�VDPH�DZDUHQHVV�RI�VXEMHFWLYLW\�DV�/XF\�6QRZH¶V�
in Villette: . . .¶（)OHWFKHU���）と『ヴィレット』のルーシーの語りがエスタに近
いとしている。
4シャーロット・ブロンテの『ジェーン・エア』という物語テクストは，自己
の人生物語を成就しようとするために自己の物語を書くという行為に，シャー
ロットという女性作家としての主体性を確立し自立しようとする願望のメタ
フィクションとも読める（小野寺）。



8

小　野　寺　進

そうした意味では，他者から受けた屈辱に対して自分の感情を思わず吐

露してしまう語りをすることが多い。しかしながら，ロチェスター氏と

の恋心や突然の遺産相続といった喜ばしい箇所では，むしろ感情を抑え

るように語る。次の場面は，ジェーンが遺産を相続することになり，突

然お金持ちになったことを語るところである。

+HUH�ZDV�D�QHZ�FDUG�WXUQHG�XS��,W�LV�D�¿QH�WKLQJ��UHDGHU��WR�EH�OLIWHG�LQ�D�

PRPHQW�IURP�LQGLJHQFH�WR�ZHDOWK�±�D�YHU\�¿QH�WKLQJ��EXW�QRW�D�PDWWHU�RQH�

FDQ�FRPSUHKHQG��RU�FRQVHTXHQWO\�HQMR\��DOO�DW�RQFH��$QG�WKHQ�WKHUH�DUH�

RWKHU�FKDQFHV� LQ� OLIH�IDU�PRUH� WKULOOLQJ�DQG�UDSWXUH�JLYLQJ�� this� LV�VROLG��

DQ�D൵DLU�RI�WKH�DFWXDO�ZRUOG��QRWKLQJ�LGHDO�DERXW�LW��DOO�LWV�DVVRFLDWLRQV�DUH�

VROLG�DQG�VREHU��DQG�LWV�PDQLIHVWDWLRQV�DUH�WKH�VDPH��2QH�GRHV�QRW�MXPS��

DQG�VSULQJ��DQG�VKRXW�KXUUDK��DW�KHDULQJ�RQH�KDV�JRW�D�IRUWXQH��RQH�EHJLQV�

WR�FRQVLGHU�UHVSRQVLELOLWLHV��DQG�WR�SRQGHU�EXVLQHVV��RQ�D�EDVH�RI�VWHDG\�

VDWLVIDFWLRQ�ULVH�FHUWDLQ�JUDYH�FDUHV��DQG�ZH�FRQWDLQ�RXUVHOYHV��DQG�EURRG�

RYHU�RXU�EOLVV�ZLWK�D�VROHPQ�EURZ. （Jane Eyre������下線引用者）

ジェーンは突然の遺産の相続にも落ち着きを払っている様子を語るが，

心の中では彼女にとって飛び跳ねたいほど嬉しい出来事であったことが

セント・ジョン（6W�-RKQ）との次のやりとりからわかる。

µ6W� -RKQ�¶� ,� >-DQH@� VDLG�� µ,� WKLQN�\RX�DUH� DOPRVW�ZLFNHG� WR� WDON� VR�� ,�

DP�GLVSRVHG� WR�EH�DV�FRQWHQW�DV�D�TXHHQ��DQG�\RX� WU\� WR�VWLU�PH�XS� WR�

UHVWOHVVQHVV��7R�ZKDW�HQG"¶
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　　　µ7R�WKH�HQG�RI�WXUQLQJ�WR�SUR¿W�WKH�WDOHQWV�ZKLFK�*RG�KDV�FRPPLWWHG�
WR�\RXU�NHHSLQJ��DQG�RI�ZKLFK�+H�ZLOO� VXUHO\�RQH�GD\�GHPDQG�D�VWULFW�

DFFRXQW��-DQH�� ,�VKDOO�ZDWFK�\RX�FORVHO\�DQG�DQ[LRXVO\�±�,�ZDUQ�\RX�RI�

WKDW��$QG�WU\�WR�UHVWUDLQ�WKH�GLVSURSRUWLRQDWH�IHUYRXU�ZLWK�ZKLFK�\RX�WKURZ�

\RXUVHOI�LQWR�FRPPRQSODFH�KRPH�SOHDVXUHV��'RQ¶W�FOLQJ�VR�WHQDFLRXVO\�WR�

WLHV�RI� WKH�ÀHVK��VDYH�\RXU�FRQVWDQF\�DQG�DUGRXU�IRU�DQ�DGHTXDWH�FDXVH��

IRUEHDU�WR�ZDVWH�WKHP�RQ�WULWH�WUDQVLHQW�REMHFWV��'R�\RX�KHDU��-DQH"¶�（Jane 

Eyre 417 ;下線引用者）

ジェーンは「女王のように満ち足りたい」と願っているのにそれをしな

いでいることに対し，セント・ジョンにはジェーンが「平凡な家庭的享

楽に身を投じている不釣り合いな熱情」に取り憑かれているように映っ

ている。このようにジョンという他者に語らせることで，ジェーンは自

身が遺産を受けたことの喜びを強く感じていることを読者に示すことに

なる。

　また，愛情の場面でも，ロチェスターがその愛情をジェーンに向けて

いることを彼自身の言葉を通して語らせている。彼の愛情がブランシェ

に向けられていると勝手に思い込んでいるジェーンは，自分自身に向

かって ³:KHQHYHU�LQ�IXWXUH�\RX�VKRXOG�FKDQFH�WR�IDQF\�0U�5RFKHVWHU�WKLQNV�

ZHOO�RI�\RX��WDNH�RXW�WKHVH�WZR�SLFWXUHV�DQG�FRPSDUH�WKHP��VD\��µ0U�5RFKHVWHU�

PLJKW�SUREDEO\�ZLQ�WKDW�QREOH�ODG\¶V�ORYH�������¶´�（Jane Eyre 191）と感情を抑

えるよう語る。そして，自身の高ぶる感情を無理矢理克服したことを，

µ�� �� ��,�KDG�WKXV�IRUFHG�P\�IHHOLQJV�WR�VXEPLW�� WKDQNV�WR�LW��,�ZDV�DEOH�WR�PHHW�

VXEVHTXHQW�RFFXUUHQFHV�ZLWK�D�GHFHQW�FDOP�������¶�（Jane Eyre 191）と読者に示
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す。しかしながら，事実はそれとは異なり，ロチェスターはジェーンを

愛しており，ジェーンの考えを密かに読み取ることができると次のよう

に述べる。

µ<RX�PXVW�VHH�WKH�FDUULDJH��-DQH��DQG�WHOO�PH�LI�\RX�GRQ¶W�WKLQN�LW�ZLOO�VXLW�

0UV�5RFKHVWHU�H[DFWO\��DQG�ZKHWKHU�VKH�ZRQ¶W�ORRN�OLNH�4XHHQ�%RDGLFHD��

OHDQLQJ�EDFN�DJDLQVW� WKRVH�SXUSOH�FXVKLRQV��,�ZLVK��-DQH��,�ZHUH�D� WULIOH�

EHWWHU�DGDSWHG� WR�PDWFK�ZLWK�KHU�H[WHUQDOO\��7HOO�PH�QRZ��IDLUO\�DV�\RX�

DUH�±�FDQ¶W�\RX�JLYH�PH�D�FKDUP��RU�D�SKLOWHU��RU�VRPHWKLQJ�RI�WKDW�VRUW��WR�

PDNH�PH�D�KDQGVRPH�PDQ"¶

　　　µ,W�ZRXOG�EH�SDVW�WKH�SRZHU�RI�PDJLF��VLU¶��DQG��LQ�WKRXJKW��,�DGGHG��µ$�
ORYLQJ�H\H�LV�DOO�WKH�FKDUP�QHHGHG��WR�VXFK�\RX�DUH�KDQGVRPH�HQRXJK��RU�

UDWKHU�\RXU�VWHUQQHVV�KDV�D�SRZHU�EH\RQG�EHDXW\�¶

　　　0U�5RFKHVWHU�KDG�VRPHWLPHV�UHDG�P\�XQVSRNHQ�WKRXJKWV�ZLWK�DQ�

DFXPHQ�WR�PH�LQFRPSUHKHQVLEOH��LQ�WKH�SUHVHQW�LQVWDQFH�KH�WRRN�QR�QRWLFH�

RI�P\�DEUXSW�YRFDO�UHVSRQVH��EXW�KH�VPLOHG�DW�PH�ZLWK�D�FHUWDLQ�VPLOH�KH�

KDG�RI�KLV�RZQ��DQG�ZKLFK�KH�XVHG�EXW�RQ�UDUH�RFFDVLRQV��+H�VHHPHG�WR�

WKLQN�LW�WRR�JRRG�IRU�FRPPRQ�SXUSRVHV��LW�ZDV�WKH�UHDO�VXQVKLQH�RI�IHHOLQJ�

±�KH�VKHG�LW�RYHU�PH�QRZ��（Jane Eyre 273）

　次に，『ヴィレット』におけるルーシーの語りについて見てみる。5ポー

5『ヴィレット』のルーシーは信頼できる（UHOLDEOH）語り手と信頼できない
（XQUHOLDEOH）語り手とに意見が分かれるとされているが（5DELQRZLW]����Q�），ルー
シーの語りがアイロニカルで自己欺瞞的であることを考慮すると，彼女は信頼
できない語り手と言える。
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リーナがルーシーのことをかわいそうと思っているのに対し，ドクター・

ジョンは次のように，彼女について人を保護すべき人であり，自ら行動

する人であることを彼女に代わって説くのである。

µ<RX�WKRXJKW�OLNH�D�OLWWOH�VLPSOHWRQ��I�QHYHU�WKRXJKW�VR��:KHQ�,�KDG�WLPH�

WR�FRQVLGHU�/XF\¶V�PDQQHU�DQG�DVSHFW��ZKLFK�ZDV�QRW�RIWHQ��,�VDZ�VKH�ZDV�

RQH�ZKR�KDG�WR�JXDUG�DQG�QRW�EH�JXDUGHG��WR�DFW�DQG�QRW�EH�VHUYHG��DQG�

WKLV�ORW�KDV��,� LPDJLQH��KHOSHG�KHU�WR�DQ�H[SHULHQFH�IRU�ZKLFK��LI�VKH�OLYH�

ORQJ�HQRXJK�WR�UHDOL]H�LWV�IXOO�EHQH¿W��VKH�PD\�\HW�EOHVV�3URYLGHQFH�������¶�

（Villette 369）

また，サン・ピエール（6W�3LHUUH）が劇での男性衣装の着用を巡り，次

のようにルーシーに言う。

µ6KH�ZLOO�PDNH�D�FDSLWDO�petit-maître��+HUH�DUH� WKH�JDUPHQWV��DOO�±�DOO�

FRPSOHWH��VRPHZKDW�WRR�ODUJH��EXW�,�ZLOO�DUUDQJH�DOO�WKDW��FRPH�FKqUH�DPLH�

±�EHOOH�$QJODLVH�¶

　　　$QG�VKH�VQHHUHG��IRU�,�ZDV�QRW�µEHOOH�¶�6KH�VHL]HG�PD\�KDQG��VKH�ZDV�
GUDZLQJ�PH�DZD\��0��3DXO�VWRRG�LPSDVVLEOH�±�QHXWUDO�

　　　µ<RX�PXVW�QRW�UHVLVW�¶�SXUVXHG�6W�3LHUUH�±�IRU�UHVLVW�,�GLG��µ<RXU�ZLOO�
VSRLO�DOO��GHVWUR\�WKH�PLUWK�RI� WKH�SLHFH�� WKH�HQMR\PHQW�RI� WKH�FRPSDQ\��

VDFULILFH�HYHU\WKLQJ� WR�\RXU�amour-propre��7KLV�ZRXOG�EH� WRR�EDG�±�

PRQVLHXU�ZLOO�QHYHU�SHUPLW�WKLV"¶�（Villette������ 下線引用者）
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ルーシーは否定しているものの，ピエールは彼女を美人（EHOOH）と形

容する。また同様に，男性の衣装を着ることを拒むルーシーに自尊心

（DPRXU�SURSUH）があることもピエールは見透かしている。さらに，自分

の愛情が叶わないと思い込んでいるにもかかわらず，語り手であるルー

シーは，ドクター・ジョン・ブレトン（'U�-RKQ�%UHWWRQ）に対する感情

を抑えていることを次のように語る。

3DXVLQJ�EHIRUH�0HWKXVDOHK�±�WKH�JLDQW�DQG�SDWULDUFK�RI�WKH�JDUGHQ�±�DQG�

OHDQLQJ�P\�EURZ�DJDLQVW�KLV�NQRWW\� WUXQN��P\�IRRW� UHVWHG�RQ� WKH�VWRQH�

VHDOLQJ�WKH�VPDOO�VHSXOFKUH�DW�KLV�URRW��DQG�,�UHFDOOHG�WKH�SDVVDJH�RI�IHHOLQJ�

WKHUHLQ�EXULHG��,�UHFDOOHG�'U�-RKQ��P\�ZDUP�D൵HFWLRQ�IRU�KLP��P\�IDLWK�LQ�

KLV�H[FHOOHQFH��P\�GHOLJKW�LQ�KLV�JUDFH��:KDW�ZDV�EHFRPH�RI�WKDW�FXULRXV�

RQH�VLGHG�IULHQGVKLS�ZKLFK�ZDV�KDOI�PDUEOH�DQG�KDOI�OLIH��RQO\�RQ�RQH�KDQG�

WUXWK��DQG�RQ�WKH�RWKHU�SHUKDSV�D�MHVW"�（Villette 451 ;下線引用者）

このように見てくると，ジェーンとルーシーの語りは，自己の感情を抑

えながらも，それが他者を通して読者に明らかにされるという点で，エ

スタの語りと相通じるものがある。

　フレッチャー（/X$QQ�0F&UDFNHQ�)OHWFKHU）は，『荒涼館』のエスタの

語りと『ヴィレット』のルーシーの語りが酷似していることを次のよう

に指摘する。

,Q� WHUPV�RI� WKH�ZD\�KHU� QDUUDWLYH� YLRODWHV� RXU� H[SHFWDWLRQV��(VWKHU�

6XPPHUVRQ¶V�VWRU\� LV�YHU\�PXFK� OLNH�/XF\�6QRZH¶V�VWRU\� LQ�&KDUORWWH�
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%URQWs¶V�Villette��DQG� LW�KDV�D�VLPLODU�GLVWXUELQJ�HIIHFW�XSRQ� WKH� UHDGHU�

±� KHQFH�� DQ� DQVZHU� WR�P\� WKLUG�TXHVWLRQ��(VWKHU¶V� YRLFH� LV� RSHQ� WR�

GLVSDUDJHPHQW�EHFDXVH�LQ�KHU�DZDUHQHVV�RI�KHU�UHDGHU� LQ� WKH�VKDSLQJ�RI�

KHU�QDUUDWLYH��(VWKHU�H[SRVHV�KHUVHOI� WR� WKDW� UHDGHU¶V� LQWHUSUHWDWLRQ�DQG�

MXGJPHQW�RI�KHU�QDUUDWLYH��PXFK�DV�/XF\�6QRZH� LQYLWHV� WKH� UHDGHU� WR�

SDUWLFLSDWH�LQ�WKH�FRQVWUXFWLRQ�RI�PHDQLQJ�LQ�Villette. （)OHWFKHU�����）

エスタもルーシーも感情を控えながらも，読者が推測できるように他者

に語る物語構造になっているということである。自分の感情を抑えつつ，

それが読者に感情が露呈してしまう語りは，アイロニカルで自己欺瞞的

であり，読者に対して信頼できないものとなっていることを示している。

４．「内包された作者」と『荒涼館』の語りが意味するもの
　ウェイン・ブース（:D\QH�&��%RRWK）は，作者というものは客観的

であるべきとして，µ2EMHFWLYLW\�LQ�WKH�DXWKRU�FDQ�PHDQ��¿UVW��DQ�DWWLWXGH�RI�

QHXWUDOLW\�WRZDUG�DOO�YDOXHV��DQ�DWWHPSW�DW�GLVLQWHUHVWHG�UHSRUWLQJ�RI�DOO� WKLQJV�

JRRG�DQG�HYLO¶�（%RRWK�����）と述べている。しかし，物語の語り手が矛盾

を孕み，アイロニカルで自己欺瞞的な語りをするなら，作者は客観的で

あると言えるだろうか。中には，語り手と作者を同一視することで，物

語の矛盾の原因は作者にあるとする読者もいる。こうした問題の解決方

法の一つとして，物語テクストから構築される作者の第二の自我ある

いは「内包された作者」という概念がある。ブースが µ������KLV�UHDGHU�ZLOO�

LQHYLWDEO\�FRQVWUXFW�D�SLFWXUH�RI�WKH�R൶FLDO�VFULEH�ZKR�ZULWHV�LQ�WKLV�PDQQHU�±�

DQG�RI�FRXUVH�WKDW�R൶FLDO�VFULEH�ZLOO�QHYHU�EH�QHXWUDO�WRZDUG�DOO�YDOXHV¶（%RRWK�
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71）と述べるように，「内包された作者」とは様々な情景の背後に控え，

テクストの意匠やテクストが持つ価値観・文化的規範に責任を持つテク

スト中の作者の明確なイメージである。それはまた，現実の作者や語り

手とは区別される存在である。ブースは，この「内包された作者」と現

実の作者との区別について次のようなことが見出せるとしている。

�� �� �� LQ� WKLV�GLVWLQFWLRQ�EHWZHHQ�DXWKRU� DQG� LPSOLHG�DXWKRU�ZH� ILQG�D�

PLGGOH�SRVLWLRQ�EHWZHHQ�WKH�WHFKQLFDO�LUUHOHYDQFH�RI�WDON�DERXW�WKH�DUWLVW¶V�

REMHFWLYLW\�DQG�WKH�KDUPIXO�HUURU�RI�SUHWHQGLQJ�WKDW�DQ�DXWKRU�FDQ�DOORZ�

GLUHFW�LQWUXVLRQV�RI�KLV�RZQ�LPPHGLDWH�SUREOHPV�DQG�GHVLUHV��（%RRWK���）

これに倣えば，『ジェーン・エア』や『ヴィレット』の語り手が自己の

物語について客観性を謳いながらも主観的に語り，作者シャーロット・

ブロンテは語り手である主人公に投影させることで作家としての成功を

間接的に読者に示そうとしたのだとも読める。

　こうした区別は作家と語り手の性が同じの等質物語世界において有効

である一方，男性作家が女性主人公を語り手にして自己の物語を語らせ

た場合，読者はこの物語テクストから描きだされる「内包された作者」

が男性ではなく女性であると考える方が妥当であるため，ブースが言う

ような中間的な位置付けを見出すことはできない。『荒涼館』における

語り手エスタはまさにこの事例に相当する。

　「内包された作者」の観点から，『荒涼館』における語り手エスタと物

語世界外の語り手の意味を考える。物語には二人の語り手の存在から，

それぞれが語る物語には「内包された作者」が二人いると想定される。
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まず，異質物語世界から構築される物語テクストの作者像は，物事を客

観的に見ている信頼できる成人男性の語り手で，他方，等質物語世界か

ら構築される物語テクストの作者像は，従順で落ち着いたヴィクトリア

朝の中流家庭の若い女性であるが，自己欺瞞的な信頼できない語り手

である。当時，ディケンズが編集長として出版していた週刊誌『ハウス

ホールド・ワーズ』（Household Words,�������）や『1年中』（All the Year 

Round, �������）には，幾つか合作による物語が発表されている。複数

の作者が執筆し，一つの物語に仕立て上げるもので，大きな枠組みの中

にそれぞれの章が埋め込まれているのが一般的である。枠物語（IUDPHG�

QDUUDWLYH）と言われるもので，第一次的物語の中に第二次的物語が埋め

込まれ，それぞれ独立した物語が語られる。そうした場合，第二次的物

語は独立しているので，それぞれに「内包された作者」がいることにな

る。つまり，一つの物語の中に複数の「内包された作者」の存在がある。

『荒涼館』の場合，物語世界外の三人称で指示する語り手と物語世界内

の一人称で指示する語り手エスタは，互いにその存在を知っているが故

に，並列関係にあり，どちらが上位に位置するかという問題は生じない。

物語は，二人の「内包された作者」の合作によって構築されていると同

時に，そこには信頼できる語り手と信頼できない語り手が共存している。

物語の最後の締めくくりを語るのは，信頼できない語り手エスタである。

その彼女の語りが示唆するのは，物語の意味を読者に与えることではな

く，読者にその意味を考えさせることにある。なぜなら，信頼できない

言説は，読者にそのまま受け入れることを妨げ，異なる意味を読者に模

索することを促そうとするからである。

　『荒涼館』という物語テクストは，実際には一人の作家の手によって
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書かれた作品である。男性的な客観性を保った書き手と，ヴィクトリア

朝的女性を体現できる書き手を同時に思い描ける作家像を想像するのは

普通なら難しいかもしれない。しかし，ストーリーテラーとして語り，

また若い女性を演じることができるディケンズなら話は別である。物語

世界の外側に存在する語り手となり，また物語の中の女性主人公エスタ

として演じ自己の物語を抑えて語るのは，ディケンズの第二の自我とい

うことになる。6

　『荒涼館』で示された語りの意味は，ロンドンの大法官裁判所を舞台

に「ジャンディース対ジャンディース」訴訟をめぐる社会的事象を諷刺

した物語であるとか，荒涼館の主人としてエスタが幸福な結婚生活を送

ることになるまでを描いた物語だけではなく，作家・俳優・ストーリー

テラーとしてのディケンズの力量が語りを通して遺憾無く発揮された作

品となりえたところにある。

５．おわりに
　ヴィクトリア朝時代の等質物語世界において，作者の性と一人称で指

示する語り手の性との関係を考えた場合，男性作家が女性の語り手を，

または逆に女性作家が男性の語り手をと言ったように，性が交差した語

り手が登場する小説を目にすることはほとんどない。ディケンズ自身も

二度と同様な作品を書かなかったことを考えれば，『荒涼館』はヴィク

6ディケンズは素人演劇で女性役を演じた経験を持ち（)RUVWHU�YRO������），また
演技についてもフォースター（-RKQ�)RUVWHU）が，µ+H�KDG�WKH�SRZHU�RI�SURMHFWLQJ�
KLPVHOI�LQWR�VKDSHV�DQG�VXJJHVWLRQV�RI�KLV�IDQF\�ZKLFK�LV�RQH�RI�WKH�PDUYHOV�RI�FUHDWLYH�
LPDJLQDWLRQ��DQG�ZKDW�KH�GHVLUHG�WR�H[SUHVV�KH�EHFDPH�¶�（)RUVWHU�YRO������）と述べて
いるように，彼はどんな人物にもなることができたのである。
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トリア朝時代の中でも特殊な作品であったし，ディケンズがその後「比

類なき」（LQLPLWDEOH）と呼ばれることになるのは当然の成り行きであっ

たと言える。
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